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１１１１．．．．シングルプロトコルシングルプロトコルシングルプロトコルシングルプロトコル受信受信受信受信    

 ＣＭＥ８０００で受信をプログラムする方法は、全ての独自のプロトコルのためのものと論理的には同様である。 

受信のためにＣＭＥ８０００を設定すること、ＣＭＥ８０００を設定するための正しいプロトコルを選択すること、ＣＭＥ

８０００へＣＰＵからクロック周波数を与えることが必要で、ＣＭＥ８０００からのデータが正しいか調査するためにはＤ

Ｒ信号を待ち、最後には比較のためのデータ２セットを少なくとも得る必要がある。 

 

２２２２．ＣＭＥ．ＣＭＥ．ＣＭＥ．ＣＭＥ８０００８０００８０００８０００のののの初期化初期化初期化初期化    

次はそれぞれのプロトコル受信のためにＣＰＵがＣＭＥ８０００を設定すべき方法である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 2 

 

２２２２．．．．１１１１    ６０６０６０６０ＫＨｚＫＨｚＫＨｚＫＨｚでのでのでのでのマルチプロトコルマルチプロトコルマルチプロトコルマルチプロトコル受信受信受信受信    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＪＪＹとＷＷＶＢ受信の前にＷＷＶＢが置いてあるのは、計時機能が指定された６０ＫＨｚ受信モードに設定される間に

やってくる他の６０ＫＨｚ信号から守るためであり、それ故に、ＷＷＶＢモードだけは全３つの６０ＫＨｚプロトコルを認

識する能力をもつ。 

・ＷＷＶＢの前にＭＳＦを置いてあるのは、受信器内のＡＧＣ調整プロセスの高速化のためであり、故にＭＳＦは入ってく

る信号レベルに対し、より高速なＡＧＣ反応をすることができる。 
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２２２２．．．．２２２２    デュアルバンドデュアルバンドデュアルバンドデュアルバンドＪＪＹＪＪＹＪＪＹＪＪＹのののの例例例例    

 デュアルバンドＪＪＹは最後には首尾よくいく受信モードまたはデフォルトを基本として、またはＪＪＹ４０から開始す

べきである。３分後に次の信号に切り替えるのかどうかの決定は、プロトコル認識結果による。 

ＪＪＹ６０が最初から開始されるときはいつでも、セクション２．１のように、ＣＰＵはＣＭＥ８０００をＭＳＦに切り替

えねばならず、それからＷＷＶＢ、次に最後にはプロトコル認識を基本としたＪＪＹ６０とＢＳＩとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4 

 

２２２２．．．．３３３３    ＢＳＩＢＳＩＢＳＩＢＳＩ値値値値のののの読読読読みみみみ込込込込みみみみ    

 ＢＳＩ値は第２の割り込みタイマー（しばしばタイマー０）内で読込まれるべきである。 

これは、ＢＳＩは秒毎に読み込まれ、この秒と最初の秒のＢＳＩ値の結果や異なったプロトコルを実行しなければならない

ようなある動作を基本にすることを意味する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 5 

 

２２２２．．．．４４４４    DRDRDRDR割割割割りりりり込込込込みみみみトリガートリガートリガートリガー    

 DRがトリガーされた場合、２つの可能性がある。 

 ⅰ）４ｂｉｔプロトコル認識 

 ⅱ）完全な６４ｂｉｔデータストリーム 
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２２２２．．．．５５５５    ６４６４６４６４ビットデコードビットデコードビットデコードビットデコード    

 ６４ビットの読み込みは、６４ビットデータの最初の３ビットで与えられるプロトコル認識に従ってデコードされる。 
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２２２２．．．．６６６６    比較比較比較比較チェックチェックチェックチェック    

 われわれはデータを５回試行し、５回の試行の後、２番目の試行が最初のデータとなり、６番目の試行が５番目の試行・・・

などとなる。 

（A）参照時間：１設定データがレファレンス時間と一致する。 

（B）参照時間なし：２つの連続データが一致するか、３つの非連続データが一致 

 

一致は３グループに分類される：時＋分／年＋月＋日／スペシャルビット。週の日は年＋月＋日から計算される。 

 

例１（A） 

参照時間＝３：００ ２８／８／２００５、一旦５セット内で参照時間と一致した場合。 

 

 

 

 

 

例１（B） 

参照時間無し、５セット内に２つの非連続データの場合 

 

 

 

 

 

 

例２（B） 

参照時間無し、５セット内に３つの非連続データの場合 

 

 

 

 

 

 

 

例２（C） 

参照時間無し、３分台にＣＭＥ８０００からのＤＲ及びＤＡＴＡがない 
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２２２２．．．．７７７７    バウンダリチェックバウンダリチェックバウンダリチェックバウンダリチェック    
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３３３３．．．．受信受信受信受信モードモードモードモード    

 ＣＭＥ８０００の受信モードは、如何なる組合せでも、シングルバンド、デュアルバンドからトリプルバンドまで何でも

あり得る。計時装置に入力した最も現実的なモードは以下内容を含む。 

 

 

 

 

３３３３．．．．１１１１    日本日本日本日本    デュアルバンドデュアルバンドデュアルバンドデュアルバンド    アルゴリズムアルゴリズムアルゴリズムアルゴリズム    

 日本デュアルバンド検索向けのアルゴリズムのより安全なバージョンは以下に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３．．．．２２２２    ヨーロッパヨーロッパヨーロッパヨーロッパ    デュアルバンドデュアルバンドデュアルバンドデュアルバンド受信受信受信受信    アルゴリズムアルゴリズムアルゴリズムアルゴリズム（（（（DCFDCFDCFDCF／／／／MSMSMSMSFFFF））））    
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SCAN検索アルゴリズムは以下に示す通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここでの主な考え方は、スキャンモードに入った場合にＷＷＶＢからＪＪＹ６０認識を分離することである。 

スキャンモードの中では、期待するものが何かを定義するに足る信頼すべき特殊な受信モードはない。 

この場合、ＷＷＶＢ受信の間のＪＪＹ６０認識はたった半分程度安全であるに過ぎない。 

それ故に、われわれはＤＣＦ受信後にＷＷＶＢとＭＳＦを守るため、ＷＷＶＢを使用し、最後に短時間にＪＪＹ６０を探す

のである。 
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保証保証保証保証のののの否認声明否認声明否認声明否認声明    

 提供された情報は正確で信頼すべきものであると信じられる。しかしながら、C-MAX には、そのような情報の利用によ

る当然の結果に対しても、その利用の結果起きる可能性のあるサードパーティの特許または他の権利のいかなる法規違反に

対しても責任がないのは当然である。ライセンスは、関わり合いによっても、また一方で、C－MAXのいかなる特許または

特許の権利の下においても許可されない。この出版物内で触れた仕様は予告無しに変更する対象物である。この出版物は以

前に供給した全ての情報を取替えたり、再配置する。C－MAXの生産物は、C－MAXの同意の書かれた印刷物無しに、生

命維持デバイス内の危険な構成部分として利用することに対し認められない。 

注意注意注意注意    

公表した回路、デバイス、設備、構成部品（コンポーネンツ）、アセンブリ集団、ここに含まれる処理がサードパーティの

法的なクレームからは自由である、という保証を与えるものではない。公表したデータは製品の記述のためにのみ役立てら

れる。それらは法により定義されるような所有権を保証されない。例は責任無しに与えられるのであり、いかなる信頼も生

起させるものではない。 

このデータシートまたはその一部を再印刷することだけは出版社の許可が下りている。 

C－MAXはいつでも告知無しにこの仕様を変更する権利を留保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


